
オレンジガーデニングプロジェクトとは？

認知症啓発のシンボルカラーであるオレンジの花を育てること等を
通じて認知症について知ることで、人・地域・社会との繋がりをもち、
認知症になっても誰もが暮らしやすいまちをみんなで創っていこう！
という取組みです。
全国各地でオレンジの花を咲かせるプロジェクトが行われています。



【令和７年度経過報告】

育苗の
ご協力①

市内賛同者様
（一部）

このプロジェクトへの思いに賛同し、
2,244個もの苗を育てていただきました！



JAレーク滋賀農業協同組合
野洲営農経済センター様

育苗の
ご協力②

このプロジェクトへの思いに賛同し、
2244個もの苗を育てていただきました！

グリーンちゅうず様
きたなかふぁーむ様

野洲養護学校様



学校組織への広がり
令和７年度は、オレンジガーデニングプロジェクトをきっかけに、
市内全小学校で認知症サポーター養成講座を受講されました。
中学校にも広がりつつあります。
オレンジの花を育てる意味を知ることをきっかけに、
認知症という身近な病気を知ることや、
人にやさしく接する思いやりの心を育む機会につながっています。



認知症啓発を兼ねた苗の配布

市内のみなさんに、認知症について、このプロジェクトについて、
広く周知啓発するため、やすまる広場や、カフェおこしやす（認知
症カフェ）で、啓発チラシと一緒にオレンジの苗を配布しました。



事業所等への広がり
たくさんの苗を育てていただけたので、前年度以上に、市内介護関連事業所や
市内スーパーなどにもオレンジの花を咲かせる取組みが広がりました。



このプロジェクトは、
賛同いただくみなさんとの

想いのつながりで続いています。

「オレンジの花を通じて認知症について知る」ことを
きっかけに

みんなで誰もが暮らしやすいまちを
これからも、一緒に創っていきましょう！

オレンジの花を育て、想いでつながる



皆さまへのお願い

オレンジ色の花を見かけたら
ぜひ、人に優しくする気持ちを思い出してくださいね☺


